
地歴・公民 シラバス（平成２８年度） 
 

「政治・経済」 単位数 ２単位 学科 普通科  学年・学級 3 年（1～6）組     

 

１ 学習の到達目標 

学習の到達目標 

１．民主主義の本質について理解を深めさせるとともに，理論的・体系的に理解させる。 

２．現代の政治，経済，国際関係などについて客観的に理解させる。 

３．１・２の理解を踏まえて現代の諸課題について主体的に考察させ，公正な判断力を養い，良識ある

公民としての必要な能力と態度を育成していく。 

使用教科書・副教材等 
教科書：第一学習社『政治・経済』 

副教材：『最新政治・経済資料 2016』（第一学習社） 

 

評価の観点 

関心・意欲・態度 思考・判断 資料活用の技能・表現 知識・理解 

・現代の政治，経済，国際関係

に対して関心を高めていくと

ともに，意欲的に課題を追究

し，国家・社会の一員として平

和で民主的な社会生活の実現

と推進を図るため客観的に考

察しようとしている。 

・現代の政治，経済，国際関

係に関する諸課題を発見し，

その本質や特質，さらには望

ましい解決の在り方につい

て広い視野に立ち，多面的・

多角的に考察しているとと

もに，様々な立場を踏まえて

公正な判断をしている。 

・現代の政治，経済，国際関係

に関した諸資料を様々なメデ

ィアにより収集し，有用な情報

を主体的に選択・活用するとと

もに，それを追究していく過程

や結果について様々な方法を

駆使して適切に表現していく

ことができる。 

・現代の政治，経済，国際関係

について基本的な事柄，本質や

特質などを理論的・体系的に理

解し，基本的な概念や理論を知

識として身に付けている。 

 

 

２ 学習指導計画及び評価方法等 
（１）学習計画 

学
期 

月 

学習内容 

（教科書の構成） 
学習のねらい 

評価の観点 

考
査
範
囲 

備考(学習活動の特記事項，

他教科・総合的な学習時

間・特別活動等との関連等) 

関
心
・
意
欲
・
態
度 

思
考
・
判
断 

資
料
活
用
の
技
能
・
表
現 

知
識
・
理
解 

第

１

学

期 

４ 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

第１編 現代の政治 

第1章民主政治の基本原

理と日本国憲法 

 

１ 政治と法の機能 

 

２ 人権保障と法の支配  

 

３ 議会制民主主義と政

治の特質 

 

 

・民主政治の基本的な原理ついて，

その成り立ちを歴史的な観点から

とらえさせる。 

・世界の主な政治体制であるイギ

リス，アメリカ合衆国，中国など

を比較しながら，理解させる。 

 

○ ○ ○ ○ 

 

 

 

第

１

学

期

中

間

考

査 

 

・「世界史Ａ」「世界史Ｂ」

などの出てくる市民革命な

どの内容を踏まえておく。 

・イギリス，アメリカ合衆

国，中国など各国の元首や

首相，政治機構を調べさせ

て発表させたり，レポート

としてまとめさせる。 



第

１

学

期 

 

４ 日本国憲法の基本原

理  

 

５ 基本的人権の保障と

新しい人権 

 

 

 

・日本国憲法の制定過程や三大原

理である国民主権，基本的人権の

保障，平和主義について歴史的な

経緯を踏まえながらとらえさせ

る。 

・また，具体的な事例に即しなが

ら，その特徴と問題点について理

解させる。 

○ ○ ○ ○  

 

・大日本帝国憲法との比較

などを忘れないようにす

る。 

・新聞記事を利用して憲法

や人権に関する内容を収集

したり，発表させたり，レ

ポートとしてまとめさせ

る。 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

６ 国会の組織と機能 

 

７ 内閣の組織と機能 

 

８ 裁判所の機能と人

権保障 

９ 地方自治制度と住民

の権利 

 

・国会，内閣，裁判所の三権のは

たらきについて，具体例を示しな

がら展開していく。 

・地方自治の制度について，近年

の市町村合併や住民投票などの動

きに注意しながら，具体的な事例

に即して理解させる。 

○ ○ ○ ○ 

 

 

 

第

１

学

期

期

末

考

査 

 

・憲法の条文を常に参照さ

せながら政治機構について

説明していくようにする。 

・地域の実情や状況につい

て配慮する。 

 

 

10 政党政治と選挙 

 

 

11 世論と現代政治の

課題 

 

 

・マスメディアの普及によりマス

コミの果たす役割や問題点につい

て考えさせる。 

・最近の選挙などの動きに注目さ

せ，選挙制度などについて具体的

に展開し，将来の有権者としての

行動はどうあるべきかなどを理解

させる。 

・戦後日本の各政党の変遷などを

とらえさせ，政治活動や政治資金

の問題点などを理解させる。 

○ ○ ○ ○ 

 

・新聞の世論調査や各種の

統計などを利用すること

で，現状や問題点について

理解させるように工夫す

る。 

・時事的な話題が中心にな

るが，単なる解説・概説に

ならないように配慮する 

 

 

第 2 章 

現代の国際政治と日本 

１ 国際政治の動向 

２ 国際関係と国際法 

３ 国際連合の役割と国

際協力 

４  安全保障と日本の 

防衛          

５ 国際政治の特質と国

際紛争・難民問題 

６  国際平和と日本の 

役割 

 

・国際政治の動向や特徴について，

現在，どのような動きがあり，何

が争点になっているかなど具体的

な動きに注目することで，国際政

治への関心を高める。 

・戦後の国際政治の変遷に触れな

がら，国際法や国際連合の組織と

しての機能などについて理解させ

る。 

・日本が国際政治に果たすべき役

割などについても考えさせる。 

 

○ ○ ○ ○ 

 

・「世界史Ｂ」でも戦後の国

際政治の流れがあることに

注意する。 

・特別活動である文化祭行

事など学校行事を通して，

それらがユニセフ募金やボ

ランティア活動とが国際協

力にどのように結びつくか

などに関連付けてみる。 

 

 
 

【課題・提出物等】 

・レポートについては，各節の終了後，課題文として調査した結果を提出させるのもよい。 

・課題としては，１節分の学習が終了した時点でワークノート等を活用して学習内容を整理させる。 

・日頃の学習の定着度をはかるためやセンター試験対策として問題集を利用して応用問題などにも取り組ませる。 

・いくつかのテーマを設定し，それらの中から選択させて個人またはグループなどで調べたように課題を果たす。 

 

【第１学期の評価方法】 

・評価については，考査のみで評価するのではなく，総合的・観点別の評価などを導入する。例えば，考査評価を７０％と

し，レポート１０％，課題・提出物の仕上がり状況を２０％とする割合で評価していく（評価の観点のポイントが４つあ

る点を考慮する）。 

 

 

 

 



 

第

２

学

期 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

第２編 現代の経済 

第１章  

経済社会の変容と経済

のしくみ 

１ 資本主義体制の発展

と社会主義経済の変

容 

２ 経済主体と経済活動 

３  市場経済の機能と 

限界 

 

・現代の資本主義経済がどのよう

な歴史的経緯を経て成立している

のかを理解させるとともに，資本

主義経済の特徴についてもとらえ

させる。 

・資本主義経済と比較しながら社

会主義経済とはどのような経済体

制であるかを理解させるととも

に，今日の代表的な中国経済にも

関心を向ける。 

・現代の資本主義経済体制に求め

られているものは何かをとらえさ

せる。 

○ ○ ○ ○ 

 

 

第

２

学

期

中

間

考

査 

 

・歴史的な背景も必要であ

ることから「世界史Ａ」「世

界史Ｂ」の内容についても

配慮していく。 

・現代資本主義経済の特質

としての事項についてイン

ターネットなどのメディア

を通して具体例などをレポ

ートとしてまとめさせる。 

 

４経済成長と景気変   

動 

 

５ 財政のしくみとはた

らき 

 

 

６ 資金の循環と金融機

関のはたらき 

 

 

７物価の動き 

 

 

 

・経済主体間の結びつきなどに注

意し，企業活動はどのようなも

のであるかを理解させる。 

・財政の基本的な役割とともに，

財政改革の必要性はどこにある

のかなどを理解させる。 

 

・金融の基本的なしくみとともに，

現在の金融の自由化などについて

理解させる。 

 

・経済活動としての指標とは何か

を理解させるとともに，現在の経

済状況を踏まえ，経済の見方につ

いて考えさせる 

○ ○ ○ ○ 

 

・経済学習の一番の中心で

あることに注意しながら，

「株式ゲーム」などの手法

を取り入れて身近なものと

していく工夫をする。 

・地域の実情を踏まえ，自

治体の予算の使い方などに

も注目させる。 

 

８ 日本経済のあゆみ 

９ 中小企業の問題 

10 日本の農業の現状と

課題 

11 消費者問題 

12 労働問題と労働関係

の改善 

７ 社会保障とその充実 

・戦後の日本経済の歩みを振り返

りながらも，現在，日本が直面し

ている経済の諸課題について基本

的な事項を中心に，その実態など

を理解させるとともに，問題点な

どについても考えさせる。 

・すべての項目についての基本的

な知識の習得をはかるように努め

る。 

○ ○ ○ ○ 

 

第

２

学

期

期

末

考

査 

・「総合的な学習の時間」に

学習した内容に関連したも

のがある場合には，それを

利用するようにする。 

・保護者やその祖父母など

が同年齢の時，どのような

社会であったかなどの聞き

書きをさせてレポートとし

てまとめさせる。 

第４章  

国民経済と国際経済 

１ 国際経済の仕組みと

現状 

２ 為替相場のしくみ 

３ 国際協調と国際経済

機関の役割 

４．国際経済の諸問題と 

日本の役割 

５．環境保全と資源・エ

ネルギーの問題 

 

 

 今日貿易のしくみやその決済な

ど国際経済のしくみについて理解

させる。 

・第二次世界大戦後の国際経済の

変遷をたどりながら、さまざまな

国際経済上の課題について理解さ

せるとともに、問題点などについ

ても考えさせる。 

・グローバル化していく国際経済

の中で、日本の役割について理解

させる。 

○ ○ ○ ○ 

 ・新聞などを利用して日本

と諸外国との経済関係，企

業の海外進出などマクロ・

ミクロなどの視点から理解

させるようにする。 

・実物教育の形態を取り入

れ，ユーロなどの紙幣を利

用して考えさせるようにす

る。 

 

 

【第２学期の評価方法】 

・１学期に準ずる（評価の観点が４つある点を考慮する）。 

・夏休み中の読書課題や課題レポートについても評価に加える。例えば，考査評価７０％，読書課題・課題レポート，

その他ワークノート等の完成度３０％で評価していく。 

課題・提出物【等】 

・１学期に準ずる。 

・夏休みの課題を提出させる。また，課題レポートを果たしたりする（インターネットなどを利用して資料検索をさ

せ，報告書にまとめさせる）。あるいは，問題集やワークノートなどを活用し予習や提出させるのもよい。 



第

３

学

期 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３編 

現代社会の諸課題 

第１章 現代日本の政

治や経済の諸課題 

１ 大きな政府と小さな

政府 

２ 少子高齢社会と社会

保障 

３ 住民生活と地方自治 

４ 住民生活と地方自 

５ 情報化の進展と市民

生活 

６ 産業構造の変化と中

小企業 

７ 農業と食糧問題 

８ 消費者問題と消費者

保護 

９ 労使関係と労働市場 

 

 

・問題の所在を明確にしながら，

政治や経済との関連ついての問題

点を指摘し，問題そのものへどの

ように対処していくかを考えさ

せ，さらには追究していく中で，

公民としての資質と能力を養成し

ていく。 

・〔例１〕政府の果たすべき役割を

前提に，「大きな政府」と「小さな

政府」の意味を政治面と経済面の

両方よりとらえさせ，望ましい社

会を目標とする主権者の選択に関

わる問題であることを理解させ

る。 

・〔例２〕町工場と日本経済を取り

上げた場合，中小企業の問題点ば

かりを指摘するのではなく，日本

経済に果たしている影響やその役

割など具体的な例を用いてとらえ

させるようにする。 

○ ○ ○ ○ 

 

学

年

末

考

査 

 

＊それぞれいくつかの項目

を選択することになってい

ることに注意するととも

に，授業の進行状況，地域

や学校の実態などに応じ

て，取り上げる課題の数や

課題の精選を行うようにす

る。 

・二つの相反する論点を丁

寧に説明するとともに，ど

ちらか一方の立場に偏らな

いように留意する。 

・手法としてディベートを

導入して，それぞれ二つの

意見を主張させることによ

って論点を明確にし，考え

させるようにするのも方法

である。 

 

 

３ 

 

第２章 国際社会の政

治や経済の諸課題 

１ 地球環境問題 

 

２ 核兵器の廃絶と軍縮 

 

３ 人種・民族問題 

 

４ 経済摩擦と外交 

 

５ 南北問題と国際協力 

６ 国際社会における日

本の役割 

 

・問題の所存を明確にするととも

に，国際社会の政治と経済に関連

させながら諸課題についてどう考

え，どのように対処していけばよ

いのか課題を追究していく中で，

地球市民としての資質と能力を育

成していく。 

〔例１〕冷戦終結後，多発する地

域紛争の現状や原因を踏まえ，人

種・民族の独立と共生の関係につ

いて現実の問題を材料に考えさせ

る。同時に，日本の果たす役割に

ついても考えさせる。 

〔例２〕核問題についても，未だ

になくならない核兵器の問題，し

かも核開発が生じている現実の問

題についてとらえさせるととも

に，実際の問題点がどこにあるの

かを理解させる。 

 

 

○ ○ ○ ○  

 

＊それぞれいくつかの項目

を選択することになってい

ることに注意するととも

に，授業の進行状況，地域

や学校の実態などに応じ

て，取り上げる課題の数や

課題の精選を行うようにす

る。 

・二つの相反する論点を丁

寧に説明するとともに，ど

ちらか一方の立場に偏らな

いように留意する。 

・手法としてディベートを

導入して，それぞれ二つの

意見を主張させることによ

って論点を明確にし，考え

させるようにするのも方法

である。 

・レポート課題などにして

もよい。 

【課題・提出物等】 

・１・２学期に準ずる。 

・冬休みの読書課題を提出させる。また，課題レポートを果たしたりする。 

・一年間の総まとめとして，さらに学習の完成度を見るためにも「３ステップス政治・経済研究ノート」の総合問題を解か

せていく。 

 

【第３学期の評価方法】 

・１・２学期に準ずる（評価の観点のポイントが４つある点を考慮する）。 

・読書課題，課題レポートなども評価の参考とする。 

 



評価規準 

学習内容 

(教科書の構成) 
評価の観点 

関心・意欲・態度 思考・判断 資料活用の技能・表現 知識・理解 

第１章 現代の政治 

第１節 民主政治の基

本原理 

１ 民主政治の本質 

２ 法の支配と人権の確  

立 

３ 民主政治のしくみ 

４ 世界の主な政治体制 

・民主主義の理念に対す

る関心を高め，民主政治

の歴史やしくみ，世界の

主な政治体制について

意欲的に追究しようと

している。 

・民主主義の重要性とそ

の実現に向けて課題を

見出し，民主政治の本質

や特質について多面

的・多角的に考察し，公

正な判断をしている。 

・民主政治に関する資料

を様々なメディアを通

して収集し，自らが調べ

たことを適切に表現し

ている。 

・民主政治の基本理念や

特質を理解し，民主政治

に関する知識を身に付

けている。 

第２節 日本国憲法の

基本原理 

１ 日本国憲法の制定と

基本原理 

２ 基本的人権の保障 

３ 平和主義 

・日本国憲法の持つ意味

とその特色について関

心を高めているととも

に，日本国憲法の内容と

はたらきについて，意欲

的に追究しようとして

いる。 

・現代日本の政治動向と

日本国憲法との関係に

ついて課題を見出し，憲

法をめぐる諸問題を多

面的・多角的に考察し，

様々な考え方を踏まえ，

公正な判断をしている。 

・自らが調べたことを適

切に表現しており，様々

な立場からの意見や情

報を収集し，それらを主

体的に選択して活用し

ている。 

・日本国憲法の特色を理

解するとともに，それぞ

れの項目の内容だけで

なく，社会的価値などに

ついて知識を身に付け

ている。 

第３節 日本の政治機  

構 

１ 国会 

２ 内閣 

３ 裁判所 

４ 地方自治 

・日本の政治のしくみや

身近な政治についての

関心を高め，具体的な問

題についても意欲的に

追究している。 

・日本の政治のしくみや

地方自治の制度につい

ての課題を見出し，国民

主権の立場から三権の

望ましい政治の在り方

や地方自治の抱える諸

課題を多面的・多角的に

考察している。 

・現代日本の政治動向や

自治体の身近な政治に

対する諸資料を収集し，

それらの資料に基づい

て客観的に表現しよう

としている。 

・三権のしくみや地方自

治制度を理解し，その知

識を身に付けている。 

第４節 現代政治の特

質と課題 

１ 世論とマスコミ 

２ 選挙と政治意識 

３ 政党政治と政治参加 

・国民主権の立場から選

挙制度や政党政治など

に着目し，望ましい政治

の在り方や国民の政治

への参加の在り方をめ

ぐって客観的に考えよ

うとしている。 

・各種の世論調査やメデ

ィアからの報道につい

て多面的・多角的に考察

し，国民として様々な価

値観や利害を踏まえ，公

正な判断をしている。 

・世論調査や各種統計に

ついて資料を収集し，収

集した資料についてど

のような政治の在り方

がよいか適切に説明す

ることができる。 

・メディアによる情報の

在り方，選挙制度や政党

政治のしくみを理解し，

その知識を身に付けて

いる。 

第５節 現代の国際政 

治 

１ 国際政治の動向 

２ 国際関係と国際法 

３ 国際社会の組織化 

４ 国際政治の課題 

５ 地球環境問題と国際

社会 

６ 国際社会における日

本の役割 

・現代の国際政治に対す

る関心を高め，国際政治

の特質や国際紛争など

の諸要因を意欲的に追

究しているとともに，日

本の国としてまた個人

として国際政治にいか

に関わるかなど意欲的

に考えようとしている。 

・国際政治の動向から解

決すべき課題を見出し，

国際政治の特質や国際

紛争の諸要因について

多面的・多角的に考察す

るとともに，国際政治へ

の関与の在り方につい

て様々な立場を踏まえ，

公正な判断をしている。 

・国際政治の課題や国際

連合との関係について，

日本の役割や個人の役

割について意欲的に追

究するとともに，学習に

役立つ情報を主体的に

選択・活用し，さらには

その結果を適切に表現

している。 

・国際政治の特質や動

向，国際連合の役割など

について理解し，その知

識を身に付けるととも

に，日本国憲法の立場か

らも国際政治への貢献

について理解を深め，知

識を身に付けている。 

第２章 現代の経済 

第１節 経済社会の変 

容 

１ 資本主義体制の成立

と発展 

２ 社会主義経済の登場

と変容 

３ 現代の資本主義経済 

・現代資本主義経済の特

徴について，その発達の

移り変わりに関心を高

め、経済活動などの在り

方について意欲的に追

究し，客観的に考えよう

としている。 

・現代資本主義経済の特

徴について経済社会の

変化を踏まえ，現代が直

面している課題を見出

し，資本主義経済と社会

主義経済とを比較しな

がら，多面的・多角的に

考察している。 

・現代資本主義経済の特

徴に繋がる資料収集を

様々なメディアを通し

て収集するとともに，学

習に役立つ情報を主体

的に選択・活用し，さら

に自らが調べたことを

適切に表現している。 

・資本主義経済の歴史的

変遷や現代資本主義の

特徴について理解し，そ

の知識を身に付けてい

る。 

第２節 現代経済のし

くみ 

１ 経済主体と経済の循  

環 

２ 市場経済の機能と限 

界 

・経済のしくみについて

日本経済の動向を踏ま

えながら関心を高め，経

済活動における効率性

と国民福祉に求められ

る公正さとの関連につ

・現代の日本経済の動向

について課題を見出し，

「株式」などの具体的な

動きに即して多面的・多

角的に考察し，経済活動

や国民福祉との関連に

・現代の日本経済の動向

に関する情報収集を

様々なメディアを通し

て行い，学習ゲームなど

に積極的に参加し，体験

したものを踏まえ，現実

・現代経済のしくみにつ

いてとらえるとともに，

経済の効率性や公正さ

の内容ついて理解を深

め，その知識を身に付け

ている。 



３ 国民所得と経済成長 

４ 資金の循環と金融 

５ 租税と財政 

いて客観的に考えよう

としている。 
ついて経済生活の変化

などを踏まえ，公正な判

断を行っている。 

の経済の動向を考慮に

入れて，それらを適切に

表現している。 

第３節 日本経済の発

展と福祉の向上 

１ 日本経済の発展 

２ 中小企業の問題 

３ 農業・食料問題 

４ 公害防止と環境保全 

５ 消費者問題と消費者

保護 

６ 労使関係と労働市場 

７ 社会保障と社会福祉 

・戦後の日本経済の歴史

的な移り変わりについ

て関心を高めていると

ともに，経済の諸分野に

おける課題を自らの生

き方と結びつけながら，

意欲的に追究している。 

・現代の日本経済につい

ての諸分野における課

題を見出しているとと

もに，それらの課題に対

してその本質や解決の

在り方について広い視

野に立って意欲的に考

察しようとしている。 

・様々なメディアを通し

て情報を収集したり，イ

ンタビューなどの手法

を使い多面的・多角的に

情報を収集し，それら収

集した情報を主体的に

選択・活用するととも

に、調べた内容を適切に

表現している。 

・戦後の日本経済の移り

変わりを踏まえて，経済

の諸問題について理解

し，その知識を身に付け

ている。 

第４節 国民経済と国

際経済 

１貿易と国際収支 

２ 経済対立と国際協調 

３ 国際経済における日

本の役割 

・国際経済への関心を高

め，国際経済の特質につ

いて意欲的に追究する

とともに，国際経済に対

する日本の役割につい

て客観的な考察を果た

している。 

・国際経済に対する理論

や実際の動向から課題

を見出し，国際的な相互

依存関係の深化などの

国際経済の特質につい

て多面的・多角的に考察

している。 

・現代の国際経済の課題

に関する情報を収集し，

日本の果たすべき役割

などについて考察した

過程や結果などを様々

な形態で表現・説明しよ

うとしている。 

・国際経済の動向や課

題，日本が果たすべき役

割と課題などについて

理解し，その知識を身に

付けている。 

第３章 現代社会の諸

課題 

第１節 日本社会の諸

課題 

１ 情報化は市民生活を

どう変えるか？ 

２ 政府は何のためにあ

るのか？ 

３ 住民参加をどう実現

させるか？ 

４ 町工場は日本経済の

活力になるか？ 

５ 日本の農業は生き残

れるか？ 

６ 循環型社会は実現す

るか？ 

７ 自己責任の社会がや

ってくる？ 

８ 雇用の流動化は何を

もたらすか？ 

９ 少子・高齢化は社会

をどう変えるのか？ 

10 資源・エネルギー問

題は解決できるのか？ 

・現代日本社会が直面す

る諸課題について関心

が高まっている。 

・選択した課題について

意欲的に考察・追究しよ

うとしている。 

・今までに学習した「第

１章 現代の政治」「第

２章 現代の経済」の成

果を踏まえ，様々な立場

や意見を考慮に入れ，客

観的に考えようとして

いる。 

・現代日本社会が直面す

る諸課題について様々

な立場や意見を考慮し

ながら，多面的・多角的

に考察している。 

・選択した課題に対して

既習の政治・経済の考え

方を利用するとともに，

望ましい社会の在り方

について公正な判断を

している。 

・ディベートにおいては

相互の主張を踏まえた

上で，公正な判断をして

いる。 

・選択した諸課題につい

ての資料の収集を様々

なメディアを通して行

っている。 

・選択した諸課題に対す

る判断材料として様々

な情報を主体的に選択

して活用している。 

・自ら調査し，追究した

課題について考察した

過程や結果を様々な方

法で適切に表現してい

る。 

・選択した諸課題につい

ての基本的な内容やお

互いの二つの論点の相

違を理解するとともに，

その知識を身に付けて

いる。 

第２節 国際社会の諸

課題 

１ この星を私たちは救

えるのか？ 

２ 人種・民族問題をど

うこえるか？ 

３ 日本は「ＯＤＡ大国」

か？ 

４ 貿易黒字は「もうけ」

なのか？ 

５ 核廃絶と軍縮は可能

か？ 

６ 地球社会で日本がな

すべきことは何か？ 

・現代の国際社会が直面

する諸課題について関

心が高まっている。 

・選択した課題について

意欲的に考察・追究しよ

うとしている。 

・今までに学習した「第

１章 現代の政治」「第

２章 現代の経済」の成

果を踏まえ，様々な立場

や意見を考慮に入れ，客

観的に考えようとして

いる。 

・現代の国際社会が直面

する諸課題について

様々な立場や意見を考

慮しながら，多面的・多

角的に考察している。 

・選択した課題に対して

既習の政治・経済の考え

方を利用するとともに，

望ましい社会の在り方

について公正な判断を

している。 

・ディベートにおいては

相互の主張を踏まえた

上で，公正な判断をして

いる。 

・選択した諸課題につい

ての資料の収集を様々

なメディアを通して行

っている。 

・選択した諸課題に対す

る判断材料として様々

な情報を主体的に選択

して活用している。 

・自ら調査し，追究した

課題について考察した

過程や結果を様々な方

法で適切に表現してい

る。 

・選択した諸課題につい

ての基本的な内容やお

互いの二つの論点の相

違を理解するとともに，

その知識を身に付けて

いる。 



 


